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テーマ：技術者に能力限界はあるのか？

技術者が第一線で活躍できる年齢には、一定の上限があるとする言説がある。

これまでの研究から、一貫して日本の技術者は、40歳前後になれば技術者とし

ての能力限界が訪れると意識していることが明らかになっている。しかし、一

方で、40歳を超えて活躍する技術者が存在する。実際に、40歳以上の技術者の

ほとんどは、人事考課において標準以上の評定を得ているとする報告もある。

もっとも、これまでの研究が着目してきたのは、能力の限界が訪れる年齢に関

する意識であって、特定の年齢における能力限界の有無ではない。つまり、年

齢と技術者の能力との関連が明らかになっているわけではないのである。そこ

で本報告では、年齢に加え、職場環境、産業構造と、技術者の能力限界感との

関係を考察する。
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